
別表1（第28条関係）

　
法学研究科私法専攻（博士前期課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

私法総合演習 2
研究方法論ⅠＡ 2
研究方法論ⅠＢ 2
民法（財産法）研究ⅠＡ 2
民法（財産法）研究ⅠＢ 2
民法（財産法）研究ⅡＡ 2
民法（財産法）研究ⅡＢ 2
民法（親族法・相続法）研究ⅠＡ 2
民法（親族法・相続法）研究ⅠＢ 2
民法（親族法・相続法）研究ⅡＡ 2
民法（親族法・相続法）研究ⅡＢ 2
民法（債権担保法）研究ⅠＡ 2
民法（債権担保法）研究ⅠＢ 2
民法（債権担保法）研究ⅡＡ 2
民法（債権担保法）研究ⅡＢ 2
民法（契約法）研究ⅠＡ 2
民法（契約法）研究ⅠＢ 2
民法（契約法）研究ⅡＡ 2
民法（契約法）研究ⅡＢ 2
民事手続法研究ⅠＡ 2
民事手続法研究ⅠＢ 2
民事手続法研究ⅡＡ 2
民事手続法研究ⅡＢ 2
民事訴訟法研究ⅠＡ 2
民事訴訟法研究ⅠＢ 2
民事訴訟法研究ⅡＡ 2
民事訴訟法研究ⅡＢ 2
商事契約法研究ⅠＡ 2
商事契約法研究ⅠＢ 2
商事契約法研究ⅡＡ 2
商事契約法研究ⅡＢ 2
信託法研究ⅠＡ 2
信託法研究ⅠＢ 2
信託法研究ⅡＡ 2
信託法研究ⅡＢ 2
企業法研究ⅠＡ 2
企業法研究ⅠＢ 2
企業法研究ⅡＡ 2
企業法研究ⅡＢ 2
保険法研究ⅠＡ 2
保険法研究ⅠＢ 2
保険法研究ⅡＡ 2
保険法研究ⅡＢ 2
知的財産法研究ⅠＡ 2
知的財産法研究ⅠＢ 2
知的財産法研究ⅡＡ 2
知的財産法研究ⅡＢ 2
西洋法史学研究ⅠＡ 2

基
礎
科
目

　学生は、２年以上在学し、所定の履修方法に従い30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた
上、修士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格しなければならない。なお、ほかに１外国語
の認定に合格しなければならない。

区
分

授業科目

単位数

　
専
門
科
目



西洋法史学研究ⅠＢ 2 　
西洋法史学研究ⅡＡ 2
西洋法史学研究ⅡＢ 2
著作権法研究ⅠＡ 2
著作権法研究ⅠＢ 2
著作権法研究ⅡＡ 2
著作権法研究ⅡＢ 2
雇用関係法研究ⅠＡ 2
雇用関係法研究ⅠＢ 2
労使関係法研究ⅠＡ 2
労使関係法研究ⅠＢ 2
経済法研究ⅠＡ 2
経済法研究ⅠＢ 2
経済法研究ⅡＡ 2
経済法研究ⅡＢ 2
国際私法研究ⅠＡ 2
国際私法研究ⅠＢ 2
国際私法研究ⅡＡ 2
国際私法研究ⅡＢ 2
アジア法研究ⅠＡ 2
アジア法研究ⅠＢ 2
アジア法研究ⅡＡ 2
アジア法研究ⅡＢ 2
アメリカ法研究ⅠＡ 2
アメリカ法研究ⅠＢ 2
アメリカ法研究ⅡＡ 2
アメリカ法研究ⅡＢ 2
ＥＵ法研究ⅠＡ 2
ＥＵ法研究ⅠＢ 2
ドイツ法研究ⅠＡ 2
ドイツ法研究ⅠＢ 2
フランス法研究 2
外書講読Ⅰ 2
外書講読Ⅱ 2
客員教員講義Ⅰ（英米系） 2
客員教員講義Ⅱ（英米系） 2
国際取引法 2
基礎法特殊研究ⅠＡ 2
基礎法特殊研究ⅠＢ 2
基礎法特殊研究ⅡＡ 2
基礎法特殊研究ⅡＢ 2
基礎法特殊研究ⅢＡ 2
基礎法特殊研究ⅢＢ 2
私法特殊研究ⅠＡ 2
私法特殊研究ⅠＢ 2
私法特殊研究ⅡＡ 2
私法特殊研究ⅡＢ 2
私法特殊研究ⅢＡ 2
私法特殊研究ⅢＢ 2
私法特殊研究ⅣＡ 2
私法特殊研究ⅣＢ 2
私法専攻研究指導ⅠＡ 2
私法専攻研究指導ⅠＢ 2
私法専攻研究指導ⅡＡ 2
私法専攻研究指導ⅡＢ 2

研
究
指
導
科
目

　
専
門
科
目



別表1（第28条関係）

　
法学研究科私法専攻（博士後期課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

総合研究ⅠＡ 2
総合研究ⅠＢ 2
私法専攻研究指導ⅢＡ 2
私法専攻研究指導ⅢＢ 2
私法専攻研究指導ⅣＡ 2
私法専攻研究指導ⅣＢ 2
私法専攻研究指導ⅤＡ 2
私法専攻研究指導ⅤＢ 2

　学生は、研究指導教員の指導のもとに研究主題を選び３年以上在学し、所定の履修方法に従い12単位以上
を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格し
なければならない。なお、ほかに２外国語の認定に合格しなければならない。
　なお、学生は、研究指導教員が指定する授業科目を履修し、かつ、毎学年末に研究経過報告書を提出しな
ければならない。

区
分

授業科目

単位数



別表1（第28条関係）

　
法学研究科公法専攻（博士前期課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

公法総合演習 2

研究方法論ⅠＡ 2

研究方法論ⅠＢ 2
憲法研究ⅠＡ 2
憲法研究ⅠＢ 2
憲法研究ⅡＡ 2
憲法研究ⅡＢ 2
比較憲法研究ⅠＡ 2
比較憲法研究ⅠＢ 2
比較憲法研究ⅡＡ 2
比較憲法研究ⅡＢ 2
現代行政法研究ⅠＡ 2
現代行政法研究ⅠＢ 2
現代行政法研究ⅡＡ 2
現代行政法研究ⅡＢ 2
行政法研究ⅠＡ 2
行政法研究ⅠＢ 2
行政法研究ⅡＡ 2
行政法研究ⅡＢ 2
行政法研究ⅢＡ 2
行政法研究ⅢＢ 2
行政法研究ⅣＡ 2
行政法研究ⅣＢ 2
刑法研究ⅠＡ 2
刑法研究ⅠＢ 2
刑法研究ⅡＡ 2
刑法研究ⅡＢ 2
刑事訴訟法研究ⅠＡ 2
刑事訴訟法研究ⅠＢ 2
刑事訴訟法研究ⅡＡ 2
刑事訴訟法研究ⅡＢ 2
刑事政策研究ⅠＡ 2
刑事政策研究ⅠＢ 2
刑事政策研究ⅡＡ 2
刑事政策研究ⅡＢ 2
国際刑事法研究ⅠＡ 2
国際刑事法研究ⅠＢ 2
国際刑事法研究ⅡＡ 2
国際刑事法研究ⅡＢ 2
国際法研究ⅠＡ 2
国際法研究ⅠＢ 2
国際法研究ⅡＡ 2
国際法研究ⅡＢ 2
言論法研究ⅠＡ 2
言論法研究ⅠＢ 2 　
言論法研究ⅡＡ 2
言論法研究ⅡＢ 2
政治学研究ⅠＡ 2
政治学研究ⅠＢ 2

　学生は、２年以上在学し、所定の履修方法に従い30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、
修士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格しなければならない。なお、ほかに１外国語の認定
に合格しなければならない。

区
分

授業科目

単位数

基
礎
科
目

　
専
門
科
目



政治学研究ⅡＡ 2
政治学研究ⅡＢ 2
日本政治思想史研究ⅠＡ 2
日本政治思想史研究ⅠＢ 2
日本政治思想史研究ⅡＡ 2
日本政治思想史研究ⅡＢ 2
税法研究ⅠＡ 2
税法研究ⅠＢ 2
税法研究ⅡＡ 2
税法研究ⅡＢ 2
税法研究ⅢＡ 2
税法研究ⅢＢ 2
税法研究ⅣＡ 2
税法研究ⅣＢ 2
法哲学研究ⅠＡ 2
法哲学研究ⅠＢ 2
法哲学研究ⅡＡ 2
法哲学研究ⅡＢ 2
社会保障法研究ⅠＡ 2
社会保障法研究ⅠＢ 2
社会保障法研究ⅡＡ 2
社会保障法研究ⅡＢ 2
グローバルな視点からのジェンダーと法ⅠＡ 2
グローバルな視点からのジェンダーと法ⅠＢ 2
グローバルな視点からのジェンダーと法ⅡＡ 2
グローバルな視点からのジェンダーと法ⅡＢ 2
アジア法研究ⅠＡ 2
アジア法研究ⅠＢ 2
アジア法研究ⅡＡ 2
アジア法研究ⅡＢ 2
アメリカ法研究ⅠＡ 2
アメリカ法研究ⅠＢ 2
アメリカ法研究ⅡＡ 2
アメリカ法研究ⅡＢ 2
ＥＵ法研究ⅠＡ 2
ＥＵ法研究ⅠＢ 2
ドイツ法研究ⅠＡ 2
ドイツ法研究ⅠＢ 2
フランス法研究 2
外書講読Ⅰ 2
外書講読Ⅱ 2
客員教員講義Ⅰ(英米系） 2
客員教員講義Ⅱ(英米系） 2
国際取引法 2
基礎法特殊研究ⅠＡ 2
基礎法特殊研究ⅠＢ 2
基礎法特殊研究ⅡＡ 2
基礎法特殊研究ⅡＢ 2
基礎法特殊研究ⅢＡ 2
基礎法特殊研究ⅢＢ 2
公法特殊研究ⅠＡ 2
公法特殊研究ⅠＢ 2
公法特殊研究ⅡＡ 2
公法特殊研究ⅡＢ 2
公法特殊研究ⅢＡ 2
公法特殊研究ⅢＢ 2
公法特殊研究ⅣＡ 2
公法特殊研究ⅣＢ 2
政治学特殊研究ⅠＡ 2
政治学特殊研究ⅠＢ 2
政治学特殊研究ⅡＡ 2
政治学特殊研究ⅡＢ 2

　
専
門
科
目



政治学特殊研究ⅢＡ 2
政治学特殊研究ⅢＢ 2
政治学特殊研究ⅣＡ 2
政治学特殊研究ⅣＢ 2
公法専攻研究指導ⅠＡ 2

公法専攻研究指導ⅠＢ 2

公法専攻研究指導ⅡＡ 2

公法専攻研究指導ⅡＢ 2

研
究
指
導
科
目



別表1（第28条関係）

　
法学研究科公法専攻（博士後期課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

総合研究ⅠＡ 2
総合研究ⅠＢ 2
公法専攻研究指導ⅢＡ 2
公法専攻研究指導ⅢＢ 2
公法専攻研究指導ⅣＡ 2
公法専攻研究指導ⅣＢ 2
公法専攻研究指導ⅤＡ 2
公法専攻研究指導ⅤＢ 2

　学生は、研究指導教員の指導のもとに研究主題を選び３年以上在学し、所定の履修方法に従い12単位以上
を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格し
なければならない。なお、ほかに２外国語の認定に合格しなければならない。
　なお、学生は、研究指導教員が指定する授業科目を履修し、かつ、毎学年末に研究経過報告書を提出しな
ければならない。

区
分

授業科目

単位数



別表1（第28条関係）

　
法学研究科ビジネス法務専攻（修士課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

ビジネス民事法務Ⅰ（不法行為） 2
ビジネス民事法務Ⅱ（契約） 2
ビジネス民事法務Ⅲ（担保・回収） 2
ビジネス取引法務 2
ビジネス組織法務 2
ビジネス行政法務 2
キリスト教学 2
リサーチ＆ライティング 2
ディベート 2
所得税法務 2 　
法人税法務 2
相続税法務 2
消費税法務 2
税手続法務Ⅰ 2
税手続法務Ⅱ 2
課税実務法務 2
税務代理法務 2
租税行政・政策法務 2
地方税法務 2
国際課税法務 2
外国税法務 2
税法務特講 2
企業再編法務 2
企業評価法務 2
企業倫理とコンプライアンス 2
金融と法 2
グローバルビジネス法務 2
事業再生法務 2
人事法務 2
信託法務 2
独占禁止法実務 2
ファイナンス概論 2
不動産証券化法務 2
保険法務 2
Ｍ＆Ａ法務 2
ビジネス法務特講Ⅰ 2
ビジネス法務特講Ⅱ 2
ビジネス法務特講Ⅲ 2
ビジネス法務特講Ⅳ 2
ビジネス法務特講Ⅴ 2
税務判例・事例演習Ⅰ 2
税務判例・事例演習Ⅱ 2
研究指導演習Ⅰ 2
研究指導演習Ⅱ 2

演
習
科
目

　
基
礎
科
目

　
関
連
科
目

　
専
門
科
目

　学生は、研究科の定める各コースの修業年限以上在学し、所定の履修方法に従い30単位以上を修得し、か
つ、必要な研究指導を受けた上、修士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格しなければなら
ない。なお、ほかに１外国語の認定に合格しなければならない。

区
分

授業科目

単位数



別表1（第28条関係）

　
法学研究科ビジネス法務専攻（博士後期課程）

必
修

選
択
必
修

選
　
択

備考

ＬＲＭＤ養成インターンシップⅠＡ 2

ＬＲＭＤ養成インターンシップⅠＢ 2

ＬＲＭＤ養成インターンシップⅡＡ 2

ＬＲＭＤ養成インターンシップⅡＢ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅠＡ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅠＢ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅡＡ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅡＢ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅢＡ 2

ＬＲＭＤ研究指導ⅢＢ 2

ＩＰＣＤ養成インターンシップⅠＡ 2

ＩＰＣＤ養成インターンシップⅠＢ 2

ＩＰＣＤ養成インターンシップⅡＡ 2

ＩＰＣＤ養成インターンシップⅡＢ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅠＡ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅠＢ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅡＡ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅡＢ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅢＡ 2

ＩＰＣＤ研究指導ⅢＢ 2

リ
ー
ガ
ル
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ド
ク
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

知
財
ク
リ
ニ
ッ
ク
ド
ク
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　学生は、研究指導教員の指導のもとに研究主題を選び３年以上在学し、所定の履修方法に従い20単位を修
得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位申請論文を提出してその審査及び最終試験に合格しなけ
ればならない。なお、ほかに１外国語の認定に合格しなければならない。
　なお、学生は、研究指導教員が指定する授業科目を履修し、かつ、毎学年末に研究経過報告書を提出しな
ければならない。

区
分

授業科目

単位数



ＢＬＤ養成インターンシップⅠＡ 2

ＢＬＤ養成インターンシップⅠＢ 2

ＢＬＤ養成インターンシップⅡＡ 2

ＢＬＤ養成インターンシップⅡＢ 2

ＢＬＤ研究指導ⅠＡ 2

ＢＬＤ研究指導ⅠＢ 2

ＢＬＤ研究指導ⅡＡ 2

ＢＬＤ研究指導ⅡＢ 2

ＢＬＤ研究指導ⅢＡ 2

ＢＬＤ研究指導ⅢＢ 2

ＦＬＤ養成インターンシップⅠＡ 2

ＦＬＤ養成インターンシップⅠＢ 2

ＦＬＤ養成インターンシップⅡＡ 2

ＦＬＤ養成インターンシップⅡＢ 2

ＦＬＤ研究指導ⅠＡ 2

ＦＬＤ研究指導ⅠＢ 2

ＦＬＤ研究指導ⅡＡ 2

ＦＬＤ研究指導ⅡＢ 2

ＦＬＤ研究指導ⅢＡ 2

ＦＬＤ研究指導ⅢＢ 2

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ド
ク
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

金
融
ロ
ー
ド
ク
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム


